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九州大学との共同研究部門の開設について(お知らせ) 

 
財団法人メディポリス医学研究財団「がん粒子線治療研究センター」は、 

九州大学 先端医療イノベーションセンターと乳がん・膵がんに対する陽子線 

治療法の共同研究部門設置に関する契約を下記のとおり締結致しました。 

 
記 

 
１、共同研究部門の名称 

癌局所制御研究部門 

 
２、事業目的および内容  

  陽子線治療を中心とした局所でのがん制御による治療法の開

発を目指す。当財団 がん粒子線治療研究センターは、九州で

唯一ガントリー装置を有する陽子線治療施設であり、この装

置を利用した多門照射により高精度の陽子線照射が可能とな

り、様々ながんに対して治療の可能性が広がっている。そこ

で、主に乳がんと膵がんを対象に、①新しいガントリー装置

でのがんの局所制御についての研究、②転移傾向の強い固形

がんに対する陽子線治療と免疫療法による複合療法の研究、

を進めていく。 

今後、九州大学先端医療イノベーションセンターに外来窓口

を開設する予定である。 

 
３、事業期間  

 平成２４年６月１日～平成２９年３月３１日 


